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４月９日（土）、風呂田組長と清水組長は日本赤十字

社神奈川支部を訪問し、東日本大震災募金活動で集まっ

た義援金（475、343 円）を直接手渡しました。ちょ

うど、義援金を預かる窓口担当の企画振興部長さんがい

らっしゃり、わざわざ日赤の制服に着替えてくださり、

受け取って頂きました。 

 

当初は従来からの振込方法を考えていましたが、カブ

スカウトとして被災者のためにできることを考え、募金

を行うことを決めたことから、届けることの意義も体験

させたく、今回の訪問となりました。初回はカブ隊を代

表して組長に行ってもらいました。６月５日にも２回目

の募金活動を予定していますので、次回は別のスカウト

あるいは、支部に設置されている情報プラザの見学を兼

ねて隊でまとまって行くかもしれません。 

銀行で両替をしたとはいえ、多額の紙幣、現金はなか

なか見られませんので、お金の重み、それ以上に、募金

をして下さった多くの方の思い・気持ちが凝縮されてい

ることを理解してくれたことで、実施して良かったと思

います。 

寄贈を終えた後にスカウトに尋ねたところ、清水組長

は「これからも募金をしていきたい」と述べ、風呂田組

長は「直接手渡し、被災地に届けてもらえると言われて

実感が湧いた」とありました。困っている人がいる限り、

互いに助け合うカブ隊のさだめを守っていく心が体験

を通じて学べた機会となりました。 

また、ＢＳ隊の甲斐スカウトが参加し、「日赤の職員

の仕事ぶりの大変さを知った」と話していました（北村

副長）。 

3 月６日のＢＳ隊との合同集会終了後、後期の組長と

次長が隊長より任命されました。１組は風呂田組長が引

続き務め、２組は伊比組長から清水組長へバトンタッチ

されました。 

また、安全係は、江口・管が務めます。 

カブの組長は、ＢＳ隊の班長のような責任の重い仕事

と異なり、組の仲間に対する整列指示や出欠、服装点検

の指示をします。組長として組をまとめていく過程の中

で、リーダーシップを経験しながら、自覚を持つように

導くのが指導者としての務めです。次長は組長を助ける

役割であり、組長や次長ならではの特権を与え、一層の

やる気を引出していきたいと思います。 

また、ＤＣについては、４月６日から、ＢＳ隊より内

田スカウト（１組担当）と神岡スカウト（２組担当）が

派遣され新たに任命されました。ついこないだまでカブ

スカウトであった２人が、お兄さん、お姉さんとしてカ

ブスカウトの手本となり、色々指導してくれます。彼ら

は、ＢＳ隊の班長や次長を担うＧＢ候補として、ＤＣの

活動がとても重要となります（北村副長）。 

※ＧＢ（Green Bar）：グリーンは緑色、バーは横線で緑

色の横線の意味。ＢＳ隊の班長章には２本、次長章には

１本の緑の横線がつけられる。上級班長章には２本半の

横線と金色のスカウト章をつけられている。 

 

４月１７日 (日)、ミッションをクリアしながらの４０

周年記念団ラリーは縦割り班に分かれてハイキングを

しました。 

９時に登戸駅に集合し、南武線で稲田堤駅へ。駅から

菅小谷緑地へ移動しました。幸いなことに天候に恵まれ、

あたたかい陽射しの

中でスカウト達は「今

日は暑いな～、ちょっ

と歩いただけでもう

暑い～」と言いながら

もニコニコしていま
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した。今日はどんな活動をするのか、ワクワクしていた

のでしょう。 

菅小谷緑地へ到着。開会

のセレモニーを終え、全スカ

ウト、さらに保護者の皆様も

入り混じる３つの縦割り班

が編成されました。今年の団

行事はこの縦割り班で活動

していきます。 

いよいよハイキングの始

まりかと思いきや、いきなり

のミッション！暗号が解けた班からスタートです。早速

輪になって相談を始めるスカウト達。「え～難しいよ～」

「これってこういうことかなぁ」「やった！できた！！」

みんなで知恵を出し合い難問を解いていきます。まさに

“カブスカウトはたがいにたすけあいます”。 

暗 号 を

解いて、ハ

イ ン キ ン

グ が 始 ま

りました。

山道を、汗

を か い て

歩いていくと広場にリーダー達の姿が！２つ目のミッ

ションは「キムスゲーム」です。広場に置いてある色々

なアイテムを制限時間内で観察し、どんなアイテムがあ

ったのか覚えて記憶を頼りに解答用紙に記入して提出

しました。 

スタートと同時にダッシュで散っていくスカウト達。

アイテムを見つけると口々に叫んでいました。解答タイ

ムでも口々にアイテムを言っていくので書く人が追い

つきません（いつもの風景です）。 

３つ目のミッションはロープ結びと計測です。日頃か

らロープ結びに取り組んでいるカブ隊のみんなにとっ

ては簡単なミッションでしたね。計測は自分の体を頼り

に 10 数ｍの距離を

測定しました。リー

ダーには歩幅で測定

する方法を教わり、

何往復もして測定を

しました。測るたび

に距離が違う、ナゼ

だ．．． 

次はフルーツパークで昼食です。ちょうど桜が満開！

お花見気分でみんなと食べるカブ弁は最高だね！ 

フルーツパークから読売ランドの駅を抜けて第四公

園に到着。もうみんなクタクタです．．．と思いきや走り

回って遊んでいるではないですか。カブスカウトにはハ

イキング用とは別にもう一つエンジンがついているよ

うです。 

全班が到着して閉会セレモニーです。優秀班が発表さ

れると小躍りして喜ぶスカウト達。よっぽどうれしかっ

たのでしょう。表彰を受けているときの誇らしげな表情

が印象的でした。セレモニー終了後、４０周年の記念に

「しだれ桜」の木を植樹しました。参加者全員で少しず

つ土を被せて無事植えることができました。すぐ近くに

は２０周年の時に

植えた桜や３０周

年の時の「金木犀」

があり、大きく育っ

ていました。２０年

後あの桜のように

成長したスカウト

達と会うのが楽し

みです（森副長）。 

 

４月２３日から２４日まで、恒例の春キャンプを実施

した。黒川の野外活動センターも東日本大震災で、天井

が崩落し、壁に亀裂が生じるなど、宿泊室を中心に被害

を受けた。直前まで、予約した２階の宿泊室が使用でき

ないことから、集会室で座布団と毛布２枚で寝る体験を

させようではないかと、リーダー間でぎりぎりまで打合

せを行いました。運良く、ちょうど２３日の午前中に復

旧工事の最終確認が終了し、午後から利用できることに

なりました。以下、担当の渡辺副長の報告です。 

「ボーイスカウトをやっていたら、震災の時にどんな

役に立つのだろう？」 

そんな言葉をＲＳリーダーに投げかけることから今

回の企画は始まりました。 

川崎第４６団の創立４０周年の年であり、３月１１日

春キャンプ「防災」 

～被災から復活した 

黒川青少年野外活動センター～ 
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に発生した東日本大震災直後の春キャンプ。やはりテー

マはこの２つ、自分達に何が出来るのか、有事の際は具

体的にどんな行動を取ればいいか、防災・救急について

考えたいと思いました。 

１日目。２３日（土）天候：雨。 

開会式を行い、まずは

組の目標を決める組会

議です。目標達成、がん

ばろう！ 

初日はチェックポイ

ントを回る形式のハイ

キングの予定でしたが、

雨のため延期し、室内で

シータポン（個人敷物）作りやゲーム、講座を行いまし

た。 

防災と救急をテー

マにしたので、何か

あ っ た 時 の た め に

（夜中に何かあって

も 大 丈 夫 な よ う

に･･･）施設での避難

経路の確認もして。

ちょっと背伸びして

ボーイ隊でやるような、急造担架の作り方、人の運び方、

三角巾の使い方を学びました。 

「もやい綱引き」ゲームはかなりの盛り上り。もやい

を結んでロープを

引っ張りあいます。

いやぁ、やはりくま

の３人は頼もしい、

最後はくま対決に

なりました。 

さてさて、夕飯です。

今日はお母さん達が作

ってくださったハヤシ

ライス。ここで一工夫。

いつもはテーブルを並

べて食べるのですが、被

災者の方々の気持ちを

少しでも体験するため

に、集会室の床に新聞

紙を広げて食事を取り

ました。ハヤシを食べ終わった後は、半切れのパンで食

器に付いたルーを綺麗にします。 

食後の食器洗いは 500ML のペットボトルの水だけ

でお片づけ。想像以上にみんな悪戦苦闘していました。 

夕食の後はキャンドルファイア。最近恒例、一人一人

将来の夢を話しました。医者になりたい、人の役に経つ

人になりたいという素敵な夢や、営業マンになりたいと

いう現実的な夢まで、とても楽しい幸せな気持ちになり

ました。 

１日目はこれで終了。シャワーの代わりに 500ML

ペットボトルの水で身体を拭き、就寝です。この時も寝

袋などは無し。施設にあった毛布２枚で就寝です。 

おやすみなさい．．．寒い（笑）。 

２日目．．．の前に。 

「非常呼集～～！」皆が寝静まった１２時過ぎ、ＲＳ

リーダーの声が宿舎に響きました。どうやら何かあった

ようです。・・・地震？いやいや、訓練でした。昼間に

やった非難経路を確認して、本当に緊急の時が来ても落

ち着いて行動出来るように。こういう時にこそ、やれる

事です。 

 

２日目。２４日（日）天候：晴れ。 

本 日 は 朝 か

ら晴天のため、

１日目に出来な

かったハイキン

グが出来そうで

す（やっぱ、ボ

ーイスカウトと

いえば、ハイキングとキャンプですよね♪）。 

この日のプログラ

ムはオニギリ作りと

ろ過水作り。そして、

ハイキングです。オ

ニギリ作りでは手が

汚れていても大丈夫

なようにビニール袋

の中に入れてにぎり

ます。結構くっつい

ちゃうけど楽しい．．．

星型に作る子もいた

りして。皆、被災地
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や家庭でもおにぎり作りのお手伝いが出来るようにな

りました。 

ろ過水は色々な石を

使って汚い水を綺麗に

します。結構綺麗になり

ました。 

お次はスケジュール

変更して実施したハイ

キングです。出発時に渡

された地図と、分かれ道

の写真集を元にしてコ

ースを辿ります。これが

予想以上に難しい。分か

れ道の写真はあるけど、その分かれ道がどこだろうか．．．

迷いながらのハイキングとなりました。これもいい思い

出（笑）。道すがら綺麗な場所で「自然と自分」という

テーマで記念写真も撮りました。 

帰ってきて、休憩後、ＲＳが作成した４０周年スライ

ドを見ました。ベーデンパウエルが僕らを４０年前にタ

イムスリップさせて当時の様子や４６団の先輩達の様

子を見せてくれました。・・・パウエルさん面白いのぅ。 

最後に閉会式です。 

今回の優秀組は１組。各ポイントプラス、ハイキング

中にごみ拾いをして歩いていたのを評価しての優秀組

です。優秀スカウトは１組組長風呂田君。キャンプの最

初に隊長が「今回は時間を意識して」と言った事を意識

し、組長として組をしっかりまとめていたのを評価して

の優秀スカウトでした。最後の最後に仲良しの輪をして

解散しました。 

みんな、盛りだくさんのキャンプでしたが、たくさん

学び、たくさん楽しめたかと思います。 

今回はＣＳ担当のＲＳ３人がメインに企画を考えて

くれ、充実した内容になりました。さらにはＢＳ担当の

ＲＳもお手伝いしてくれました。また、直前のお願いに

もかかわらず１２０％以上のすばらしい対応いただき

ましたお母様方、リーダー各位、３月１１日の震災が少

し落ち着いた３月末から駆け足での企画となったため

にご迷惑ご心配をかけ、ご協力いただきました。ありが

とうございました。 

スカウトたちは、ここでは書ききれないほどのたくさ

んの経験をキャンプでして来ています。（本当に、この

紙面ではまったく足りません･･･）。是非、ご家庭で「ど

うだった？」「目標達成できた？」「楽しかった？」と会

話してあげてください。また、たくさんの活動写真がホ

ームページに載っています。こちらも見ていただければ

幸いです。 

最後に、カブスカウトのみんなへ。 

活 動 中 に も

何度か言ってい

ますが、「自分達

で出来る事を今

やりましょう」。

「今年は４０周

年の記念行事が

盛りだくさん。

団キャンプもあります。カブ隊がビシッと決めていると

ころを是非見てもらいましょう！」（渡辺副長）。 

春キャンプを通じて、スカウト一人ひとりが少しず

つ成長している姿を見ることができました。頼もしい

“月の輪”、ちょっと落ち着きない“やと”、元気いっ

ぱい疲れ知らずの“ジロッポ”。いよいよ、記念式典の

日には、『足がらやま物語』を劇で演じます。金太郎の

ように、困った人が目の前にいたら、進んで助けられ

るスカウトになって欲しいと願っています。 


